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５章 地域情報化施策の推進 

 

「第２次宇都宮地域情報化計画」を推進するにあたり，４章において設定した基本目

標を達成し，目標とする基本理念と将来像を実現するため，５つの施策の柱を設定し，

施策の特徴や効果などを考慮しながら，地域情報化を総合的・計画的に推進してまいり

ます。 

 

１ 施策の柱の設定 

４章で設定した５つの基本目標を達成し，「安全・安心で便利な『u-コミュニティ』【当

計画が目指す将来像である「ＩＣＴでつくる安全で快適なまち『うつのみや』」】の実現」

のため，以下の５つの施策の柱を設定し，地域情報化を推進するための各種施策を展開

します。 

 

■■  施策の柱 Ⅰ 市民の安全で安心な暮らしを支えるための情報化 

 

 

 

 

 

■■  施策の柱 Ⅱ 地域社会を活性化するための情報化 

 

 

 

■■  施策の柱 Ⅲ 行政サービスを充実させるための情報化 

 

 

 

 

■■  施策の柱 Ⅳ だれもがＩＣＴの恩恵を享受できるための情報化 

 

 

 

 

 

 

住民・各種団体や企業などの活動が，より一層，活発・活性化するよう，ＩＣＴを利活用し

た情報流通の最適化を図るための施策を展開します。 

多種多様な市民のニーズや生活様式に合わせ，ＩＣＴを利活用したサービス提供の充実な

ど，柔軟な情報流通のあり方を追求するとともに，情報を適切に利活用できる情報リテラシー

を多くの市民が身に付けられるような取り組みを進め，性別・年齢・国籍・障害の有無・居住

地域などによって，不便・不利益を生じることのないようにするための施策を展開します。 

市民や企業にとって身近で最も大切な身体や財産の安全を守り，安心して日常生活を送り事

業活動を展開できるよう，「防犯・防災」，「保健・医療・福祉」，「環境」，「交通」などの分野

における情報流通の最適化を図るとともに，安心して情報化の進展による恩恵を享受できるよ

うにするための施策を展開します。 

より効率的な行財政運営のため，ＩＣＴを利活用した業務プロセスの見直しを行うことによ

り，行政サービスの内容の充実など，市民の利便性向上という目に見える成果として市民・企

業などに享受されるための施策を展開します。 
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■■  施策の柱 Ⅴ 地域における情報通信基盤の整備促進 

 

 

 

 

通信事業者・放送事業者等と役割分担を明確にしながら，市民が安心で快適にインターネッ

トなどを利用できるよう，常に一歩先を見据えた先進的な情報通信基盤が宇都宮市全域で整備

されるようにするための施策を展開します。 



５章 地域情報化施策の推進 

 

 47

 

２ 施策の体系 

 

 

施策の目的 施策の内容

■  消防本部のホームページの充実

■  インターネットを活用した防災に係る
    先進事例などの紹介  など

●
★
(1) 防犯情報の受発信の充実 ■  不審者情報の提供体制の充実 など

■  保健福祉分野の市ホームページの充実

(5) 環境分野の情報提供の充実 ■  Webサイト「環境ｕ-ｎｅｔ」の充実 など

■   セキュリティ監査の実施  など

★

★

 ■ 基本目標‥‥安全で安心な市民生活の実現

【施策の柱Ⅰ】市民の安全で安心な暮らしを支えるための情報化

●

★

施策のテーマ

■  セキュリティポリシーの継続的な運営・見直し

■  インターネット利用の進展に伴うトラブルに
    巻き込まれないための意識啓発の促進 など

■  情報セキュリティ・モラルに係る
　 研修・講習会の実施 など

(3) セキュリティポリシーの
      適切な運営

(2) 高齢者・小中学生などを対象
      とした情報モラル教育の充実

(1) 情報セキュリティ・モラル
      に係る意識啓発の推進

４ 情報セキュリティ
    対策の充実

(2) 保健・福祉に係る
      システムの最適化

(3) 子育て支援に向けた
     ＩＣＴの利活用

■  民間の情報データベースとのリンクによる
    幅広い情報提供の検討 など

(4) 食育の推進に向けた
     ＩＣＴの利活用

(1) 保健・医療・福祉分野の
      情報提供の充実

■  ＩＣＴを利活用した子どもの安全を見守る
     システムの調査研究　など

■  ビデオなどの動画を活用した食育の啓発の推進

■  市ホームページなどを活用した食育に関する
    情報提供の充実 など

■  総合保健福祉オンラインシステムの構築の検討
　 など

■  テレワークによる子育てしやすい環境整備の検討

■  インターネットを利活用した地域防犯活動
    の啓発促進 など

(2) 地域コミュニティによる
      防犯活動への支援２  防犯・交通安全対策

     のための情報化

■  円滑な交通利用に資するシステムの導入の検討
   【ＴＤＭ（交通需要マネジメント）など】 など

■  インターネットを利活用した交通安全に関する
    情報提供の充実

(3) 交通に係る情報提供の充実

★

★

３ 市民の健康で豊かな
    くらしを支援する
    情報化

(1) 防災・消防対策に係る
      情報提供の充実

■  携帯電話などによる災害時の情報提供体制の確立
   （安否確認情報の効果的な提供方法の検討） など

(2) 災害時における
     ＩＣＴの利活用

１  防災・消防対策の
     ための情報化

 

●・・・重点施策として位置付けるもの 

★・・・新規施策として位置付けるもの 
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施策の目的 施策の内容

■  市民活動への技術的支援などの継続的な実施

■  電子回覧板の導入についての調査研究

(3)広域行政の推進 ■  広域行政ネットワークの充実 など

■  情報関連企業の育成・誘致への支援

●
★

■  うつのみやの農産物などの市民への認知度を
    高めるための情報発信の充実

■  新たなうつのみやブランドの認知度を高める
　 ための情報提供の充実　など

■  企業の誘致や観光客の訪問を促すうつのみや
    の魅力を伝える積極的な情報発信

 ■  基本目標‥‥活力のある地域社会の実現

【施策の柱Ⅱ】地域社会を活性化するための情報化

施策のテーマ

■ ＩＣＴボランティアなどとの協働による
    講習会の実施 など

■  電子商取引の悪用防止など健全な
    経済活動に向けた啓発の実施 など

■  テレワークによる雇用拡大に向けた
    啓発の実施 など

■  うつのみやの「地産地消」の推進に向けた
    情報発信の充実

■  「うつのみやアグリファンクラブ」による
 　 消費者への情報発信の充実　など

■  「うつのみやアグリネットワーク」の
　  ホームページによる情報発信の充実

■  ＩＣＴを利活用した子どもの安全を見守る
     システムの調査研究 など

■  市ホームページによる市民活動に係る
    情報提供の充実 など

(1)市民活動に係る情報の
　  収集・提供の充実

(2)地域コミュニティ活動
     の支援

２ 地域産業の活性化
    を支援する情報化

１ 地域コミュニティ
    の活性化を
    支援する情報化

(3)地域産業の活性化への支援

(4)情報モラルに沿った
     経済活動の促進

(5)企業等における
     情報リテラシーの向上

(1)うつのみやの商工業などの
     魅力を伝える情報発信
     の充実

(2)うつのみやの農業への
     理解を深める情報発信
     の充実

●
★

★

●
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施策の目的 施策の内容

■  電子申請・受付システムの導入・運用

■  地方税電子申告システムの導入の検討 など

■  マルチペイメントシステムの活用の推進

■  市税のコンビエンスストアでの収納の実施 など

■  電子入札システムの拡充

■  電子納品の導入の推進 など

■  ＧＩＳを活用した公共施設案内の試行 など

(2)統合型ＧＩＳの導入の推進 ■  統合型ＧＩＳシステムの導入の推進 など

■  基幹業務システムの最適化

■  出先機関との通信回線の高速化 など

施策のテーマ

●

 ■  基本目標‥‥市民の利便性向上のための行政サービスの充実

【施策の柱Ⅲ】行政サービスを充実させるための情報化

●
★

★

■  総合行政ネットワークを活用した
    ネットワーク機能の充実 など

■  内部管理システムの構築・運用 など

■  コールセンターを活用した電話受付時間
    の拡充の検討

(1)内部管理システムの
     構築・運用

１ 行政情報・ｻｰﾋﾞｽ
    提供の充実

●

■ ＩＣＴを利活用した情報の共有化の推進 など

■  ＩＰ電話などを利活用した効率的な庁内連絡網
     の構築の検討

■  図書館情報システムのオープン化による更新
    など

■   総合保健福祉オンラインシステムの構築の検討★

★

(1)公共施設予約システム
     の導入

■  公共施設予約システムの導入・運用 など

(2)電子申請・受付システム
     の導入

(5)市民にわかりやすい
     行政情報の提供

(4)電子調達・電子入札の推進

(3)市税などの支払方法の
     多様化に向けた
     ＩＣＴの利活用

２ 行政内部の業務
    の情報化

(3)総合行政ネットワーク
    （LGWAN）の活用

(4)既存システムの最適化

(5)業務効率化の推進に向けた
    ＩＣＴの利活用

(6)横断的な庁内推進体制
     の充実
★
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施策の目的 施策の内容

■ ＩＣＴボランティアの育成

■  携帯電話用ホームページの充実 など

■ ＩＣＴを利活用した学校教育の充実 など

１ ＩＣＴ弱者に配慮
    した情報化 (2)ＩＣＴボランティア

     との協働

(3)地域情報活動拠点における
     情報の受発信の充実

(4)生涯学習・芸術文化
     に関する情報の
     受発信の充実

(2)国際交流への支援

(3)学校における
     情報リテラシーの向上

３ すべての市民の
    情報リテラシー
    の向上

２ 様々な市民ニーズ
　 に対応した情報化

(1)市民の情報リテラシー
     の向上

(2)職員の情報リテラシー
     の向上

■  ホームページ運用管理システム（ＣＭＳ）
    の導入

■ ＩＣＴボランティアとの協働事業の推進 など

■  広報紙・テレビ・ラジオなど様々な手段を
　 活用した情報提供の充実 など

(1)様々な情報媒体を活用した
     市政情報提供の充実

(1)市ホームページの充実

■  「マナビス」の内容の充実 など

■  公衆無線ＬＡＮの整備についての検討 など

■  インターネットを活用した姉妹都市などとの
    交流促進 など

■  議会本会議のインターネット中継などによる
    動画の活用

 ■ 基本目標‥‥市民のだれもがＩＣＴの恩恵を享受できる環境の実現

【施策の柱Ⅳ】だれもがＩＣＴの恩恵を享受できるための情報化

施策のテーマ

●

●

■  小中学校の教職員を対象とした情報教育研修
    の実施

■  職員向け情報化講習の継続的な実施 など

■  市民団体などとの協働による講習会の実施 など
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施策の目的 施策の内容

■  地上デジタル放送への対応の検討 など
(1)多様なメディアへの
     対応促進

１ 情報通信基盤
    の整備

■  基本目標‥‥地域情報化の推進を支える情報通信基盤の整備

【施策の柱Ⅴ】地域における情報通信基盤の整備促進

施策のテーマ

●

２ 情報通信基盤
    の利活用の促進

(2)ＣＡＴＶネットワーク
     の拡充への支援

■  ＣＡＴＶネットワークの拡充への支援 など

■  光ファイバーなどのブロードバンド基盤
    の整備促進 など

(1)ブロードバンド基盤の整備

■  情報通信基盤の高度利用に向けた方策の検討
　 （ＬＧＷＡＮの活用） など

(2)既存情報通信基盤の
     利活用の推進
●
★
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施策の柱 Ⅰ 市民の安全で安心な暮らしを支えるための情報化 

 

１ 防災・消防対策のための情報化 

防災・消防対策においては，ＩＣＴの利活用が非常に重要です。火災や自然災害，

事故等が発生又は発生が予測される場合には，それらの状況をいち早く把握し，必要

な対応を行うとともに，市民に，迅速かつ正確に必要な情報を伝達し，被害を最小限

にとどめることが求められます。 

このようなことから，的確で効果的な情報収集・提供を行うため，ＩＣＴの有効な

利活用を進めていきます。 

 

（１） 防災・消防対策に係る情報提供の充実 

  【施策の内容】 

○○  現在すでに構築している「消防本部のホームページ」の内容を充実し，火災

や地震などへの対応に役立つ情報提供を進めていきます。 

○○  市ホームページなどにより，火災や地震などの防災における先進事例の紹介

や市民の防災意識の向上を図るための取り組みの検討を進めます。また，イ

ンターネットを活用し，災害に関する情報収集に努めるとともに，災害の現

状把握に役立つ情報提供の充実を図ります。 

 

 

 

 

 
（２） 災害時におけるＩＣＴの利活用・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  災害時において，災害状況・安否確認などの情報のやりとりを迅速かつ正確

に行うとともに，災害後には対策情報として活用することが非常に重要です。 

○○  現在，ＮＴＴが「災害用伝言ダイアル」を運営し，安否情報の提供や確認す

るサービスを実施しています。また，国が提供する「安否情報確認システム」

についても，防災への活用が期待されています。 

○○  本市においても，このような取り組みを活用するなど，携帯電話・パソコン・

電話などにより，効果的に災害時の情報確認・情報提供ができる体制整備に

ついて検討していきます。 

 

 

【主な事業】 

■■  消防本部のホームページの充実 

■■  インターネットを活用した防災に係る先進事例などの紹介 など 
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２ 防犯・交通安全対策のための情報化 

「第２次宇都宮地域情報化計画」の策定にあたり，市民・事業者アンケートなどを

実施した結果，「防犯」，「安全・安心」に係る情報提供のニーズが高いことが改めて明

らかになりました。また，「交通」に関する情報提供についても，前回の計画策定時と

比較して飛躍的に関心が高まっています。 

これまでも，本市においては，これらを重要な分野として捉え，市ホームページな

どを活用して情報提供や地域コミュニティでの活動支援を進めてきましたが，日々進

化するＩＣＴを利活用することで，さらなる情報提供の充実などの施策を推進します。 

 

（１） 防犯情報の受発信の充実・・・● 重点施策 ★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  現在，市民の防犯意識が高まっていることから，市内における不審者の情

報や犯罪の発生状況について，警察からの提供を受け，市ホームページに掲

載するほか，地区市民センターなどで情報提供しています。 

○○  特に不審者情報については，携帯電話によるメール配信を実施しており，市

民に広く情報提供を行っています。今後とも，これらの情報をより多くの市

民に提供していくとともに，市民の防犯に係る自主的な取り組みを促すため

に必要な情報を随時提供していきます。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

【目標値】        平成２０年度までに 

安否情報確認システムの活用を行います 

【目標値】         平成２３年度までに 

不審者情報メール配信の登録者数を 

６，０００人に増やします 

【主な事業】 

■■  携帯電話などによる災害時の情報提供体制の確立 

（安否確認情報の効果的な提供方法の検討） など 

【主な事業】 

■■  不審者情報の提供体制の充実 など 
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（２） 地域コミュニティによる防犯活動への支援・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  現在，市ホームページにおいて，犯罪の発生件数，地域の自主的な防犯活動

を促進するための「地域防犯活動リーダー育成講習会」に関する情報，市内

における「地域住民等による自主防犯活動事例の紹介」などを行っています。 

○○  今後は，携帯電話用向け市ホームページの充実や防犯活動の先進事例の紹介

を加えるなどの検討を進め，インターネットを活用した地域防犯活動の啓発

促進を図ります。 

 

 

 

 

（３） 交通に係る情報提供の充実・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  現在，市ホームページにおいて，道路交通の安全と渋滞解消，交通事故の発

生状況や市民の交通の利便性向上に向けた情報提供を行っています。今後と

も，交通安全に関する市民の意識啓発を進めるため，携帯電話用のホームペ

ージを含めた，市ホームページなどによる情報提供の充実を図ります。 

○○  自動車の効率的利用や公共交通への利用転換など，交通行動の変更を促し，

交通量の抑制や集中の平準化など，「交通需要の調整」を行うことにより，

道路交通混雑を緩和していくための「ＴＤＭ（交通需要マネジメント）」の

導入について検討するなど，交通の円滑化や，都市環境の改善を図るための

取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  インターネットを利活用した地域防犯活動の啓発促進 など 

【主な事業】 

■■  インターネットを利活用した交通安全に関する情報提供の充実 

■■  円滑な交通利用に資するシステムの導入の検討 
【ＴＤＭ（交通需要マネジメントシステム）など】 など 
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 ３ 市民の健康で豊かなくらしを支援する情報化 

   「第２次宇都宮地域情報化計画」の策定にあたり，市民・事業者アンケートなどを

実施した結果，「保健・医療・福祉」に係る情報やサービス提供のニーズは非常に高い

ものでした。住み慣れた地域で健康で安心した生活を送ることを，子どもや高齢者・

障害者を含めた多くの市民が求めています。 

そのため，今後とも，保健・医療・福祉の各分野において，支援が必要な高齢者や

障害者はもとより，より多くの市民に必要な情報やサービスに係る提供体制を充実す

るとともに，保健・福祉などの分野が有機的に連携した行政内部システムの最適化な

どに取り組み，市民ニーズを踏まえた情報化を段階的に進めていきます。 

 

（１）保健・医療・福祉分野の情報提供の充実 

【施策の内容】 

○○  これまでも，市ホームページにおいて，保健福祉分野の各種サービスや施設

案内などの情報提供を進めてきましたが，保健福祉に関する情報は専門的で

内容も複雑なものが多いことから，市民ニーズを踏まえ，必要な情報を分か

りやすく伝えることができるよう，市ホームページにおける保健福祉分野の

情報提供の充実を図ります。 

○○  現在，市ホームページにおいて，介護保険に係るサービス提供事業者の所在

地や連絡先などの情報提供を行っていますが，今後とも，幅広くきめ細かな

市民への情報提供ができるよう，民間の保健福祉施設のホームページとのリ

ンク４４を行うなど，市民の利便性の向上を図るための検討を進めます。 

 

 

 

 

 

（２）保健・福祉に係るシステムの最適化 

【施策の内容】 

○○  現在，保健福祉に係るシステムは，主に，福祉分野の「総合福祉オンライ

ンシステム」等と保健分野の「保健情報管理システム」とに分かれた形で

運用･管理されています。 

○○  そのため，総合相談窓口などにおいて，保健と福祉の連携による予防から

各種支援に至るきめ細かなサービスを提供するために必要な「総合保健福

祉オンラインシステム」の構築について検討を進めます。 

 

【主な事業】 

■■  保健福祉分野の市ホームページの充実 

■■  民間の情報データベースとのリンクによる幅広い情報提供の検討 など 
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  （３）子育て支援に向けたＩＣＴの利活用 

【施策の内容】 

○○  出産・育児を契機として離職する女性は依然として多い状況にあります。ま

た，晩婚化・少子化が進行しており，男性の育児参加も十分とはいえません。

そのため，出産・育児が就労の支障とならないよう，ＩＣＴを利活用した就

労形態である「テレワーク」の普及や環境整備について検討を進めます。 

○○  小中学生などの登下校時における事件・事故が頻発していることから，ＩＣ

Ｔを利活用した登下校を見守るシステムの導入などについて調査研究を進

めます。 

   

 

 

 

 

（４）食育の推進に向けたＩＣＴの利活用・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  平成１７年７月に，国民が生涯にわたり健全な心身を培い豊かな人間性を育

むことができるよう「食育基本法」が施行されました。本市においても，食

育の意義を市民に分かりやすくまとめた啓発用ビデオの作成をいたしまし

たが，今後とも，インターネットを活用した動画を配信するなどの食育の推

進に向けた取り組みを進めていきます。 

○○  市民・事業者アンケート結果などから，市ホームページが市民の情報収集

源として最も活用されていることが分かりました。そのため，本市が重要

なテーマとして取り組んでいる「食育」についても，市ホームページなど

を活用し，市民に必要で役に立つ情報を効果的に提供していきます。 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  総合保健福祉オンラインシステムの構築の検討 など 

【主な事業】 

■■  テレワークによる子育てしやすい環境整備の検討 

■■  ＩＣＴを利活用した子どもの安全を見守るシステムの調査研究 など 

【主な事業】 

■■  ビデオなど動画を活用した食育の啓発の推進 

■■  市ホームページなどを活用した食育に関する情報提供の充実 など 
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  （５）環境分野の情報提供の充実 

【施策の内容】 

○○  環境パートナーシップの推進のため，市・市民・事業者・環境活動団体など

が参加するサイトである「環境ｕ-ｎｅｔ４５」のより一層の充実を図ってい

きます。 

○○  上記サイトの利用者をこれまで以上に増やしていくため，情報（コンテンツ

４６）を充実させるとともに，一方的な情報発信ではなく，市民・事業者・環

境団体などが情報を発信できる双方向的なプラットフォームの構築も視野

に入れながら，市民・企業への積極的な広報活動を展開していきます。 

 

 

 

 

 ４ 情報セキュリティ対策の充実 

      アンケート結果などから，市民・事業者などが地域情報化に最も期待する要素が「セ

キュリティ」であることから，個人情報や企業情報が市役所から絶対に漏洩すること

のないよう，市役所内部での管理の徹底を図るとともに，市民・事業者などのセキュ

リティ意識やリテラシーの向上のための活動を展開していきます。 

 

（１） 情報セキュリティ・モラルに係る意識啓発の推進 

【施策の内容】 

○○  市民・事業者などが，情報セキュリティに関する意識やリテラシー・モラル

などを身に付けることで，被害を未然に防止するとともに，加害者の立場に

なることがないよう啓発に努めます。また，知識不足などによる不安感がＩ

ＣＴ利活用の妨げとならないよう，情報セキュリティに関する正しい知識や

意識の啓発にも努めていきます。 

○○  市民・事業者を対象に，パソコンの操作知識に関する講習会を開催するだけ

でなく，情報セキュリティやモラルに関する正しい知識や意識を啓発するた

めの講習会を開催します。また，市職員や教職員を対象に，同様の研修を開

催します。 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  Ｗｅｂサイト「環境ｕ-ｎｅｔ」の充実 など 

【主な事業】 

■■  情報セキュリティ・モラルに係る研修・講習会の実施 など 
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（２） 高齢者・小中学生などを対象とした情報モラル教育の充実・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  近年のインターネットの急速な進展は，様々な社会的な問題を引き起こして

います。こうした中，「ＩＴ弱者」といわれる高齢者や小中学生などが，ネ

ットワーク犯罪４７や有害サイトの閲覧などによるトラブルに巻き込まれな

いよう，安心で快適なＩＣＴの利活用に向けた情報モラル教育の充実を図り

ます。 

 

 

 

 

 

（３） セキュリティポリシーの適切な運営・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  これまでも，本市では，市の業務において，情報漏洩などのトラブルが発生

することのないよう，すべての部署・職員が遵守すべき情報セキュリティポ

リシーを策定し，情報セキュリティが遵守されるための環境づくりに努めて

きました。 

○○  新たなアプリケーションの普及や新しい技術の開発などにより，ＩＣＴの適

切な利活用や運用のあり方は変化していきます。それに伴い，セキュリティ

ポリシーも随時，見直しを行い，出先機関などを含めた市役所全体で，常に

適切な運用がなされるよう，周知徹底を図っていきます。また，情報セキュ

リティポリシーを，より具体的に運用していくために「運用規定」「マニュ

アル」「ガイドライン」「実施手順」などを整備していますが，業務の実態に

即して適切に運用されるよう努めます。 

○○  情報セキュリティポリシーが適切に遵守され，運用されているか，定期的な

監査を実施するとともに，必要に応じた改善策を講じることにより，情報漏

洩などのトラブル防止に努めます。なお，セキュリティ監査４８は，市役所内

部組織による内部監査に加え，必要に応じて，外部の監査人による外部監査

を実施します。 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  インターネット利用の進展に伴うトラブルに巻き込まれないための 
意識啓発の促進 など 

【主な事業】 

■■  セキュリティポリシーの継続的な運用・見直し 

■■  セキュリティ監査の実施 など 
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施策の柱 Ⅱ 地域社会を活性化するための情報化 

 

  １ 地域コミュニティの活性化を支援する情報化 

        「u-コミュニティ」【当計画が目指す将来像である「ＩＣＴでつくる安全で快適な

まち『うつのみや』」】の重要な構成主体である各種市民団体や地域コミュニティの

活動を，ＩＣＴの利活用により支援していくことで，より活発な活動を促進し，活

力のある「u-コミュニティ」の形成を図っていきます。 

 

（１） 市民活動に係る情報の収集・提供の充実 

【施策の内容】 

○○  各種市民団体等の中には，活動の発展のために必要な情報発信・広報手段や

他団体との情報交流の場を持たない団体もあります。そのため，情報交流の

プラットフォームの構築を視野に入れながら，市ホームページを活用して，

各種市民団体の活動に関する情報受発信を支援します。 

 

 

 

 

（２） 地域コミュニティ活動の支援・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  市民団体等の活動を充実させるため，ＩＣＴの利活用による支援を推進しま

す。また，将来の地域コミュニティを担う主体である子どもたちのためにも，

先進的なＩＣＴの利活用を進めていきます。 

○○  市民団体等の活動に資するＩＣＴの利活用のための技術支援などを継続的

に実施し，情報化における利用環境が十分ではない市民団体等においても，

効率的に活動が展開できるよう支援していきます。 

○○  「回覧板」は，非常に重要な行政情報の入手手段として市民からも評価され

ていますが，市内の自治会では，年間平均１００件以上（毎週２件以上に相

当）の回覧板が回され，情報伝達の混乱・遅滞などが危惧されています。そ

のため，即時に確実な情報伝達が行われるよう，電子メールやメーリングリ

スト４９などを活用した「電子回覧板」の導入による仕組みづくりについて調

査研究を進めていきます。 

 

 

 

【主な事業】 

■■  市ホームページによる市民活動に係る情報提供の充実 など 
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○○  近年，小中学生の登下校時の事件・事故が頻発していることから，ＩＣＴを

利活用した登下校を見守るシステムの導入について検討していきます。すで

に実用化されているシステムとしては，保護者に対し，児童・生徒の登校・

下校を電子メールで通知するシステムなどがありますが，その有効性や費用

対効果を考慮しながら，総合的に調査研究を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

（３） 広域行政の推進 

【施策の内容】 

○○  現在，宇都宮市では，宇都宮地区広域行政推進協議会を組織して，「ホーム

ページの開設運営」，「広域広報の発行」，「住民票等の写しと戸籍謄本・抄本

の広域交付」，「図書館・スポーツ施設・老人福祉施設等の広域利用」などの

共同事務事業を展開していますが，制度面でのネットワーク化だけでなく，

関係市町間にとって必要なシステムやネットワークなどの連携強化を図り，

市民・企業などにとって，より効果的な広域行政サービスの展開を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  市民活動への技術的支援などの継続的な実施 

■■  電子回覧板の導入についての調査研究 

■■  ＩＣＴを利活用した子どもの安全を見守るシステムの調査研究 など 

【主な事業】 

■■  広域行政ネットワークの充実 など 
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  ２ 地域産業の活性化を支援する情報化 

       ＩＣＴの利活用により，ＩＴ関連企業の育成・誘致を通じた雇用創出・産業活性化

を図るとともに，商工業・観光・農業等といった産業の活性化にもＩＣＴを利活用し，

様々な分野の産業の発展を目指します。 

 

（１） うつのみやの商工業などの魅力を伝える情報発信の充実 

・・・● 重点施策 ★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  豊かな自然環境を背景に商工業を中心に発展してきた「うつのみや」の特徴

や全国的な認知度を高めるための「うつのみや」の魅力を市外に発信し，商

工業や観光等の振興を図り，地域産業の活性化を目指します。 

○○  市ホームページにおける商工業・観光ポータルサイト５０機能の強化などによ

り，「うつのみや」の魅力を企業等に発信するとともに，観光客等に対して

も，「餃子」「ジャズ」「カクテル」にとどまらない，商工業製品・観光資源

等の「うつのみやブランド」の認知度を高めるための情報提供を充実します。 

 

 

 

 

 

（２） うつのみやの農業への理解を深める情報発信の充実 

・・・● 重点施策 ★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  これまでも「宇都宮の農業」のホームページを運営し，市民などに，本市の

代表的な農産物である「なし」「いちご」「宇都宮牛」などや農業における取

り組みについて情報提供を行っています。今後，「うつのみやの農業」の活

性化を図るため，より一層，市民が「うつのみやの農業」に関心を持ってい

ただくとともに，地元産の農産物の需要拡大を目指し，市ホームページなど

を充実していきます。 

○○  また，「地産地消５１」は，市民の食に対する安全・安心志向の高まりを背景

に，消費者と生産者の相互理解を深める取り組みとして期待されています。

そのため，消費者における「食」と「農」の理解を深めるとともに，「農」

との交流を促進するため，ＩＣＴなどを利活用し，うつのみやの美味しい農

産物や楽しい農業体験などの情報を発信していきます。 

 

【主な事業】 

■■  企業の誘致や観光客の訪問を促すうつのみやの魅力の積極的な情報発信 
■■  新たなうつのみやブランドの認知度を高めるための情報提供の充実 など 
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（３） 地域産業の活性化への支援 

【施策の内容】 

○○  ＩＣＴを利活用した在宅勤務やＩＴ分野のベンチャー企業育成，企業の誘致

など，様々な支援施策を通じて，地域の雇用拡大や産業の活性化を図ります。 

○○  これまでも本市では，起業家育成支援施設（宇都宮ベンチャーズ）を運営し，

ＩＴ分野における起業を支援するため，専門家・金融機関・研究機関などを

含めた総合的な支援を行ってまいりました。今後とも，よりコンサルティン

グ機能の強化などにより，ＩＴ関連企業の育成を図ります。また，情報通信

関連分野を含めた「次世代モビリティ産業５２」の集積に取り組むことにより，

本市産業全体の活性化を図ってまいります。 

○○  ＩＣＴを利活用した在宅勤務である「テレワーク」についての技術支援や勤

務先の理解を進めることなどにより，遠距離通勤者・高齢者・障害者などの

就労を支援し，地元雇用の拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  うつのみやの農産物などの市民への認知度を高めるための情報発信の 

充実 

■■  うつのみやの「地産地消」の推進に向けた情報発信の充実 
■■  「うつのみやアグリネットワーク」のホームページによる情報発信の充実

■■  「うつのみやアグリファンクラブ」による消費者への情報発信の充実 
  など 

【主な事業】 

■■  情報関連企業の育成・誘致への支援 

■■  テレワークによる雇用拡大に向けた啓発の実施 など 
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（４） 情報モラルに沿った経済活動の促進・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  企業等が社会に及ぼす影響は時代とともに大きくなっています。本来，企業

は利潤の追求を目的としていますが，地域社会の一員であり，地域社会とと

もに存在しています。このようなことから，近年，企業の社会的責任

（Corporate Social Responsibility＝CSR）が求められています。現在，

電子商取引などの普及により，利用者の利便性が向上した反面，企業などが

ＩＣＴを悪用した事例なども報道されています。そのため，ＩＣＴの利活用

においても企業の社会的責任を果たしていくよう，様々な機会を捉えて啓発

活動を推進していきます。 

 

 

 

 

（５） 企業等における情報リテラシーの向上 

【施策の内容】 

○○  企業等の従業員が情報リテラシーを身に付ける環境を整備するため，ＩＣＴ

ボランティアなどとの協働による講習会を実施し，一人でも多くの企業従業

員が情報リテラシーを身に付けられるよう努めます。 

○○  なお，施策・事業の実施にあたっては，日頃，情報リテラシーを身に付ける

機会が少ないと思われる中小企業や商店街などの従業員が，情報リテラシー

を向上できるよう配慮していきます。 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  電子商取引の悪用防止など健全な経済活動に向けた啓発の実施 など 

【主な事業】 

■■  ＩＣＴボランティアなどとの協働による講習会の実施 など 
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 施策の柱 Ⅲ 行政サービスを充実させるための情報化 

 

 １ 行政情報・サービス提供の充実 

従来は，市民や企業が市役所等の窓口において手続きが必要であった公共施設予約・

証明書類等の交付申請・地方税の申告・入札・納品などの手続きについて，インターネ

ットを通じて電子的に行えるようにするなどの取り組みを進めます。 

また，市役所各課にまたがる情報や手続きについても，統合的かつ分かりやすく提供

できるよう充実を図り，市民や企業などの利便性の向上を目指します。 

 

（１） 公共施設予約システムの導入・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  市民などが，インターネットを通じて，24 時間いつでもどこでも，体育館

や地区市民センターなどの公共施設について，利用予約の手続きなどが可能

なシステムを導入し，適切で効果的な運用に努めます。 

○○  市民の利便性の向上に資するよう，公共施設の利用に際し，インターネット

を通じて，施設の空き状況の確認や，利用予約の手続きができるシステムの

導入を進めるとともに，施設利用料金をネットワーク決済できる仕組みにつ

いても検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 電子申請・受付システムの導入 

【施策の内容】 

○○  各種証明書類の交付申請や各種手続き，地方税の申告などがインターネット

を通じて行うことができるよう，システムを整備するとともに，付随する諸

課題の解決を図ります。 

○○  「住民票の写し」「戸籍謄本・抄本」「印鑑証明」などの証明書類の交付申請

や，転入・転出などの各種申込手続きなどを，インターネットを通じて行う

ことができる電子申請・受付システムの導入を図るとともに，本人認証の仕

組みや，証明書類の交付の方法，手数料の納付方法などの課題について，早

期に解決を図るための検討を進めていきます。 

【主な事業】 

■■  公共施設予約システムの導入・運用 など 

【目標値】         平成２３年度までに 

公共施設予約システムの対象数を 

２０か所とします 
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○○  また，「償却資産」，「個人市民税」，「法人市民税」などの地方税の申告がイ

ンターネットを通じて行うことができる地方税電子申告システムについて

も，本人認証の仕組みや税の納付方法などの課題，費用対効果を踏まえて検

討を行い，導入に向けた準備を進めます。 

 

 

 

 

 

（３） 市税などの支払方法の多様化に向けたＩＣＴの利活用・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  民間企業などでは，サービスを受ける利用者が商品の購入代金や公共料金を，

自宅のパソコンや携帯電話，金融機関のＡＴＭから支払うことができるマル

チペイメント５３システムやコンビニエンスストアでの収納などが普及して

います。利用者にとっては，２４時間いつでも支払が可能，現金の持ち運び

が不要，振込用紙がなくても支払が可能といったメリットがあります。 

本市においても，これらのＩＣＴを利活用した支払方法については，税金や

行政手数料の納付率の向上，収納決済情報の早期入手などが期待できること

から，「地方税電子申告システム」や「公共施設予約システム」，「電子申請・

受付システム」への活用を見据え，市民の利便性や費用対効果を見極めなが

ら，導入に向けた検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  電子申請・受付システムの導入・運用 

■■  地方税電子申告システムの導入の検討 など 

【主な事業】 

■■  マルチペイメントシステムの活用の推進 

■■  市税のコンビニエンスストアでの収納の実施 など 
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（４） 電子調達・電子入札の推進 

【施策の内容】 

○○  市の工事発注（市や上下水道局の工事）について電子入札システムの導入を

推進することで，市役所における調達や入札の透明性・客観性・公平性の確

保を図ります。なお，電子調達５４についても，調査研究を進めることで，よ

り一層，事務手続きの効率化が図られるよう検討を進めていきます。 

○○  また，電子納品５５を導入することで，工事完成図書の保管場所や作成部数を

減らすため，電子化して記録した完成図書の納品範囲を拡大していきます。 

 

 

 

 

 

（５） 市民にわかりやすい行政情報の提供・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  ＩＣＴを利活用することで，市民などに対して，市役所の各課にまたがる情

報や手続きを統合的・一元的に分かりやすく提供することにより，市民の利

便性の向上を目指します。 

○○  市民が問い合わせや手続きなどをする際に，関係課が複数にわたるため，問

い合わせ先・手続き先が分からなかったり，何度も電話をかけ直したりする

ことがあります。そのため，本市の行政に関する問い合わせや手続きを，電

話・ＦＡＸ・電子メールなどで受け付けるワンストップ５６の窓口（コールセ

ンター５７）を設置することで，効果的な市民対応を見込めることから，コ

ールセンターの設置について検討を進めます。 

○○  地理情報システム（ＧＩＳ５８）を活用し，各種公共施設の情報を，市ホーム

ページ（Ｗｅｂサイト５９）を通じて公開し，交通アクセスや使用料などの施

設情報の案内などへの活用を推進します。また，ほかのシステムなどとリン

クすることで，より市民の利便性を向上させるための検討も併せて進めてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  電子入札システムの拡充 

■■  電子納品の導入の推進 など 

【主な事業】 

■■  コールセンターを活用した電話受付時間の拡充の検討 

■■  ＧＩＳを活用した公共施設案内の試行 など 
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 ２ 行政内部の業務の情報化 

     市役所内部の各システムを統合・連携を図るとともに，新しい技術によるシステムへ

の再構築を行うことで業務の効率化を進め，いわゆる「バックオフィス６０」の効率化を

図ります。 

また，再構築されたシステムを活用して，窓口業務などにおける市民サービスの向上

などのいわゆる「フロントオフィス６１」の利便性の向上を図り，併せて便利で効率的な

電子市役所の構築を進めます。 

  

（１） 内部管理システムの構築・運用・・・● 重点施策 ★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  現在，運用している「財務会計・予算編成システム」，「人事給与システム」

などの内部管理関係のシステムは，制度改正などによる修正の結果，複雑化

し，また，老朽化も目立っています。 

○○  また，内部管理業務の中で，本庁における職員の服務・臨時職員に係る業務

や学校における財務に係る業務など，システム化されていない業務が存在し

ています。これらの業務をシステム化することによる業務効率の向上や正確

性の向上が求められています。 

○○  そのため，システム間のデータの連携を密にするとともに，「教育情報ネッ

トワーク」と連携を図ることにより，統合的な内部管理システムを構築し，

システム全体の最適化を図り，効率的な行財政運営を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 統合型ＧＩＳの導入の推進 

【施策の内容】 

○○  地図情報を地理情報システム（ＧＩＳ）の中へ統合的にデータベース化し，

一元的に管理することにより，全庁的な情報の共有化や事務の効率化を図り，

高度な行政運営を目指します。また，市ホームページに当システムのデータ

を公開することにより，市民サービスの利便性の向上を図ります。 

 

 

【主な事業】 

■■  内部管理システムの構築・運用 など 

【目標値】         平成２０年度までに 

内部管理システムを構築します 
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○○  現在，統合型ＧＩＳの一環として「道路情報管理」，「水道施設情報管理」，

「農用地管理」，「公園情報管理」，「土地家屋情報管理」など，地図に関する

データベースを各課で整備していますが，現状では，各課が運用・管理して

います。そのため，全庁的に一元的なＧＩＳとして統合的なデータベース化

を図ることで，類似システムの重複開発・運用に伴うコストの削減や有効活

用などについて検討を進めていきます。 

 

 

 

 

（３） 総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）の活用 

【施策の内容】 

○○  総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）は，地方公共団体相互と国の各省庁を

特定の業務を除き，統一的なネットワークで接続できるように整備されたも

のです。すでに省庁間のＷＡＮ６２と地方公共団体が単独で構築した庁内ＬＡ

Ｎ，県単位で構築したＷＡＮのような既存の広域的な地方公共団体間のネッ

トワークとを接続しています。 

○○  現在，本市でも総合行政ネットワークに接続しており，すでにいくつかの業

務でネットワークを利用していますが，今後とも，国で利用拡大を予定して

いる地方公共団体間の行政情報交流の円滑化・共有化や住民サービスの利便

性の向上に資する活用を進めていきます。 

 

 

 

 

（４） 既存システムの最適化・・・★★ 新規施策 

【施策・事業の内容】 

○○  従来，大量定型処理事務の省力化のため，汎用機６３上に情報システムを運用

していましたが，近年，クラインアントサーバ方式６４，Ｗｅｂ方式６５のシ

ステムも導入され，汎用機と併せて複数の方式が混在しています。一般的に，

汎用機に起因する問題として，「システムの改修が困難」，「運用コストが高

い」，「単一ベンダー６６への依存」，「電子自治体へ対応困難」といわれている

ことから，新たな制度改正などを見据え，財務会計・予算編成，人事給与等

の基幹業務システム６７などの再構築を行い，より一層，業務の効率化を図り

ます。 

【主な事業】 

■■  統合型ＧＩＳシステムの導入の推進 など 

【主な事業】 

■■  総合行政ネットワークを活用したネットワーク機能の充実 など 
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○○  現在，保健福祉に係るシステムは，主に，福祉分野の「総合福祉オンライ

ンシステム」等と保健分野の「保健情報管理システム」とに分かれた形で

運用・管理されています。そのため，総合相談窓口などにおいて，保健と

福祉の連携による予防から各種支援に至るきめ細かなサービスを提供する

ために必要な「総合保健福祉オンラインシステム」の構築について検討を

進めます。 

 

 

 

６８ 

 

 

（５） 業務効率化の推進に向けたＩＣＴの利活用・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  ＩＰ電話６９技術を導入することにより，本庁と出先機関などを一体として回

線電話網を構築することが期待されています。また，機構改革による各部局

の配置の変更や人事異動に伴う電話機の再配置が簡便であるなど，効率的な

組織運営へのメリットもあります。そのため，実現にあたっては，既存のネ

ットワークの有効活用を念頭におきながら，導入について検討していきます。 

○○  出先機関と本庁を結ぶ通信回線を高速大容量回線に切り替えることにより，

円滑な情報交換を可能にするなど，ネットワーク全体を強化し，市役所全体

の業務の効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

（６） 横断的な庁内推進体制の充実・・・★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  現在，庁内において，システムの重複開発・運用に伴う非効率化やシステム

間でのデータ連携がなされていないことにより，市民サービスの向上につな

がらないケースも見受けられます。そのため，行政内部の業務の情報化にあ

たっては，これまで以上に，「地域情報化推進本部」等の組織を活用するな

どにより，庁内横断的な体制を強化し，効果的な対応方策の検討・推進を行

います。 

【主な事業】 

■■  基幹業務システムの最適化 

■■  総合保健福祉オンラインシステムの構築の検討 

■■  図書館情報システムのオープン化６８による更新 など 

【主な事業】 

■■  ＩＰ電話などを利活用した効率的な庁内連絡網の構築の検討 

■■  出先機関との通信回線の高速化 など 
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○○  また，庁内横断的な体制を構築するにあたっては，グループウェア７０などを

活用し，定型的な情報だけではなく，業務遂行上のノウハウなどを共有する

ことにより，市役所全体の行政サービスレベルの向上と効率化などの検討を

進めていきます。 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  ＩＣＴを利活用した情報の共有化の推進 など 
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 施策の柱 Ⅳ だれもがＩＣＴの恩恵を享受できるための情報化 

 

 １ ＩＣＴ弱者に配慮した情報化 

パソコン・携帯電話やインターネットを容易には利活用できない市民・企業もまだ

まだ少なくありません。地域情報化を推進するにあたっては，急激にＩＣＴ利用への

転換を図るのではなく，広報紙やテレビ，ラジオなど旧来からの様々な手段も活用し

ながら推進していく必要があります。 

また，ボランティアとして市民・企業をサポートする人材の育成を図り，ＩＣＴの

利活用が苦手な人々などが不利益を被ることのないよう，十分に配慮していきます。 

 

（１） 様々な情報媒体を活用した市政情報提供の充実 

【施策の内容】 

○○  即時性・双方向性・多様性に富んだメディアとして市ホームページを通じた

情報提供が期待されていますが，インターネットを活用できない市民も多い

ことから，旧来のメディアによる情報提供の手段をホームページに置き換え

るのではなく，旧来のメディアにホームページという選択肢を追加するとい

う考え方に立った情報提供の充実を図ります。 

○○  これまでも，即時性のあるホームページと情報量のある広報紙をうまく機能

分離するなどにより効果的な情報提供に努めてまいりました。今後とも，広

報紙・テレビ・ラジオなどの旧来のメディアの特性やメリットを生かしなが

ら，地上デジタル放送のデータ放送等の新しいメディアを取り入れるなどに

より，市政に関する情報提供の充実を図ります。 

 

 

 

 

（２） ＩＣＴボランティアとの協働・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  市民や企業の情報リテラシーの向上に向け，講習会の開催などを実施してい

ますが，ＩＣＴに詳しい学生・主婦・ビジネスマンなどを対象として，市民

が日常的にＩＣＴの利用について援助を求めたい場面でサポートをしてく

れる「ＩＣＴボランティア」の育成を図り，市とボランティアとの協働で市

民・企業などへの支援を進めていきます。 

 

 

【主な事業】 

■■  広報紙・テレビ・ラジオなど様々な手段を活用した情報提供の充実 など 
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○○  「ＩＣＴボランティア」を講師としたパソコン講習会などを，市とボランテ

ィアとの共同事業として展開し，少人数の市民・企業など，支援を必要とす

る対象者にとって，効果的な事業展開を目指します。 

 

 

 

 

 

 ２ 様々な市民ニーズに対応した情報化 

インターネットを利用する市民の間でも，年齢・国籍・地域・目的などにより，情報

化に対するニーズは異なります。 

そのため，市民が必要な情報やサービスの提供にあたっては，画一的な提供方法に依

存するのではなく，多種多様な環境やニーズに配慮し，市民の利便性の向上に努めてい

きます。 

 

（１） 市ホームページの充実・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  多くの市民に利用され，今後，ますます期待の高まる市ホームページを，広

報紙とともに，広報媒体の柱と位置付け，即時性や提供情報形式の多様性，

双方向性といった特長を生かし，一層の充実を図ります。そのため，情報（コ

ンテンツ）を体系的に管理し，Ｗｅｂサイトで提供できるＣＭＳ（コンテン

ツ・マネジメント・システム）７１を導入することにより，文字拡大機能の追

加や音声読み上げソフトへの対応を行うことで，Ｗｅｂアクセシビリティ７２

の向上を図り，外国人や高齢者，障害者などを含めたより多くの市民が利用

しやすいホームページづくりを進めていきます。 

○○  近年，インターネットを活用した動画の配信が一般的になりつつあります。

これまでの本市のホームページは，文字と画像を中心に構成しておりました

が，今後は，市議会中継のインターネット配信など，市民の市政への参画意

識を高めるための有効活用を進めていきます。 

○○  なお，携帯電話向けの市ホームページ（宇都宮シティガイド）は，平成１８

年度にリニューアルされましたが，今後とも，ＣＭＳの活用などにより，内

容の充実や迅速な情報提供を図っていきます。 

 

 

 

【主な事業】 

■■  ＩＣＴボランティアの育成 

■■  ＩＣＴボランティアとの協働事業の推進 など 
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（２） 国際交流への支援 

【施策の内容】 

○○  国際交流を推進するにあたり，ＩＣＴを活用したメディアを通じて，日常的

な交流を充実させていきます。 

○○  姉妹都市など（チチハル市・タルサ市・マヌカウ市・オルレアン市・ピエト

ラサンタ市）との交流にあたっては，市民などの直接往来による交流だけで

なく，インターネットを活用した電子メールなどを通じて，日常的な市民間

交流を進めます。 

○○  なお，特に，小中学校における国際理解教育の観点からのＩＣＴを利活用し

た交流の取り組みについても配慮していきます。 

 

 

 

 

（３） 地域情報活動拠点における情報の受発信の充実 

【施策の内容】 

○○  公共施設等の地域情報活動拠点において，市民等が情報機器を利用できるよ

うにすることで，情報の受発信機能を高めることを目指します。 

○○  民間施設では公衆無線ＬＡＮ７３が導入され始めていますが，公共施設等でも，

公衆無線ＬＡＮを整備することにより，市民等のパソコンやＰＤＡ７４の利用

機会が拡大するなど，利便性の向上が期待できることから，民間通信事業者

等との役割分担を考慮しながら，整備について検討を進めます。 

 

 

 

【主な事業】 

■■  ホームページ運用管理システム（ＣＭＳ）の導入 

■■  議会本会議のインターネット中継などによる動画の活用 

■■  携帯電話用ホームページの充実 など 

【施策に位置付ける主な事業】 

■■  インターネットを活用した姉妹都市などとの交流促進 など 

【主な事業】 

■■  公衆無線ＬＡＮの整備についての検討 など 

【目標値】         平成２３年度までに 

宇都宮市のホームページへのアクセス数を 

年間７００万件に増やします 
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（４） 生涯学習・芸術文化に関する情報の受発信の充実 

【施策の内容】 

○○  宇都宮市生涯学習情報提供システム（通称 マナビス７５）は，市民の生涯学

習活動や芸術文化活動を支援するために収集した各種情報の提供を目的と

したオンラインシステムです。これまでも市民が利用しやすいようにホーム

ページのレイアウトの変更や子どものための体験学習のホームページ，生涯

学習に役立つとともに芸術文化に親しめるリンク集を加えるなどの内容の

充実を図ってきました。今後とも，多様化・高度化する市民ニーズに対応し

ていくため，随時，魅力的な情報の充実に努めていきます。 

 

 

 

  

３ すべての市民の情報リテラシーの向上 

市職員を含めたすべての市民が，パソコンや携帯電話などのＩＣＴについて理解を

深め，利活用できる能力を身に付けることができるよう環境整備を進めていきます。 

なお，本市が向上を目指している情報リテラシーとは，単にＩＣＴの利用技術を身

に付けているだけではなく，情報セキュリティやモラルなども含め，ＩＣＴを適切に

取り扱うことのできる能力をいいます。 

 

（１） 市民の情報リテラシーの向上 

【施策の内容】 

○○  市民が情報リテラシーを身に付けることができる環境を整備するため，市民

団体や自治会などとの協働による講習会を実施し，一人でも多くの市民が情

報リテラシーを身に付けるよう努めます。 

 

 

 

 

（２） 職員の情報リテラシーの向上 

【施策の内容】 

○○  本市においては，これまでも，市職員が情報リテラシーを身に付けるための

情報化研修を実施してきましたが，今後とも，情報セキュリティや情報モラ

ルなど情報化に求められる新たな内容を拡充するなど，すべての市職員を対

象とした情報リテラシー向上のための取り組みを継続していきます。 

【主な事業】 

■■  「マナビス」の内容の充実 など 

【主な事業】 

■■  市民団体などとの協働による講習会の実施 など 
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（３） 学校における情報リテラシーの向上 

【施策の内容】 

○○  小中学校の教職員を対象として，情報リテラシーを身に付けることを目的と

する研修を実施していますが，今後とも，多くの児童生徒に適切な指導・助

言ができるだけではなく，情報モラルなどにも精通できるよう，引き続き内

容を充実させながら，研修の開催などを継続していきます。 

○○  小中学校に配備されたパソコンを活用し，日常的にインターネットを利用で

きるよう環境が整備されていますが，ＩＣＴを利活用した授業や課外活動が

活発に展開されるよう努めます。 

 

 

 

 

【主な事業】 

■■  職員向け情報化講習の継続的な実施 など 

【主な事業】 

■■  小中学校の教職員を対象とした情報教育研修の実施 

■■  ＩＣＴを利活用した学校教育の充実 など 



５章 地域情報化施策の推進 

 76

 
 施策の柱 Ⅴ 地域における情報通信基盤の整備促進 
 

 １ 情報通信基盤の整備 

ブロードバンド基盤やＣＡＴＶネットワークなどの普及拡大に向けて，事業者と連

携して取り組みを進めます。 

 

（１） ブロードバンド基盤の整備・・・● 重点施策 

【施策の内容】 

○○  宇都宮市全域でブロードバンド回線が利用できるよう事業者と連携・協調し

ながら，基盤整備を促進します。 

○○  現在，宇都宮市内にはブロードバンド回線（ＦＴＴＨ・ＡＤＳＬ・ＣＡＴＶ）

を利用できない地域が一部残っていることから，市内全域で光ファイバーな

どによるブロードバンド回線が利用できるよう，市民・企業のニーズを把握

し，通信事業者への働きかけを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ＣＡＴＶネットワークの拡充への支援 

【施策の内容】 

○○  市民が地域密着型の映像情報を受信することができるよう，ＣＡＴＶ拡充を

支援してきましたが，今後も，「宇都宮ケーブルテレビ株式会社」が展開す

る施設整備事業について，日本政策投資銀行の無利子融資制度を活用するな

どにより放送エリアの拡大を促進し，放送ネットワーク基盤及び通信ネット

ワーク基盤として，ＣＡＴＶネットワークの有効活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

【目標値】        平成２３年度までに 

宇都宮市におけるブロードバンド回線利用可能地域の比率を 

１００％にします 

【主な事業】 

■■  光ファイバーなどのブロードバンド基盤の整備促進 など 

【主な事業】 

■■  ＣＡＴＶネットワークの拡充への支援 など 
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 ２ 情報通信基盤の利活用の促進 

高度で多様な情報通信基盤が活用可能な環境となり，「安全・安心で便利な『u-コミ

ュニティ』【当計画が目指す将来像である「ＩＣＴでつくる安全で快適なまち『うつの

みや』」】の実現」のために活用を進めていきます。 

 

（１） 多様なメディアへの対応促進 

【施策の内容】 

○○  本市においても，平成１７年１２月より放送が開始された地上デジタル放送

では，地域密着型の番組配信が期待されていることから，効果的な行政情報

の発信などの対応方策について検討を進めていきます。 

○○  また，データ放送７６やワンセグ放送７７における情報発信も期待されている

ことから，災害時などを視野に入れた対応方策についても検討を進めていき

ます。 

 

 

 

 

（２） 既存情報通信基盤の利活用の推進・・・● 重点施策 ★★ 新規施策 

【施策の内容】 

○○  ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）は，全国の地方公共団体の庁内ＬＡＮ

を相互に接続し，セキュリティを確保しつつ地方公共団体間の情報流通を可

能にした行政専用のネットワークです。また，霞が関ＷＡＮ７８とも接続して

いることから，地方公共団体間だけでなく地方公共団体と国の間でも，機密

性の高い電子メールや電子公文書７９の交換を行うことができます。 

○○  また，ＬＧＷＡＮにはこのネットワークに接続する全国の地方公共団体が，

ＬＧＷＡＮを経由してシステムの共同利用をはじめ，様々なアプリケーショ

ンサービスを利用することのできるＬＧＷＡＮ―ＡＳＰという仕組みがあ

ります。 

○○  現在，本市においても，ＬＧＷＡＮを活用した電子メールでのやりとりや一

部の国に対する報告システムの利用を行っていますが，今後は，行政事務の

効率化の観点から，ＬＧＷＡＮを活用することが望ましい事務事業などにつ

いては積極的な活用を図っていきます。 

  

 

 

【主な事業】 

■■  地上デジタル放送への対応の検討 など 

【主な事業】 

■■  情報通信基盤の高度利用に向けた方策の検討（ＬＧＷＡＮの活用） など
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４４ リンク【link】 
Webサイトから関連のある情報へマウスクリックすることにより移動すること。または，関連のあるサイ

トのことを指す。 

 
４５ 環境ｕ-ｎｅｔ 
「宇都宮市環境基本計画」に掲げた環境面のまちづくりの目標を実現するために，市民や事業者の皆さん

と市がパートナーシップのもとに，アイディアを出し合いながらいろいろな環境保全活動に取り組むこと

を目的として設立された組織である「うつのみや環境行動フォーラム」が運営するWebサイト。環境活動

に関する情報の収集・発信やメーリングリストを活用した環境活動に関する場の提供などを行っている。 

 
４６ コンテンツ【contents】 
情報の中身，内容。 

 
４７ ネットワーク犯罪 
ネットワークを使用して行う犯罪行為の総称。インターネット上での他人への誹謗中傷や不正アクセスな

どがこれにあたる。 

 
４８ セキュリティ監査 
独立かつ専門的知識を有する専門家が，政府や地方公共団体・企業等の情報セキュリティ対策について，

客観的に評価を行う方法。 

 
４９ メーリングリスト【mailing list】 
複数の電子メールアドレスをひとつのグループとしてまとめて登録し，多数の相手に同時に情報を送信で

きるようにする手段。 

 
５０ ポータルサイト【portal site】 
インターネットにアクセスするときに，玄関口となるwebサイト。 

 
５１ 地産地消 

 「地産地消」とは，「地元で生産されたものを地元で消費する」という意味を表す。近年，消費者の農産
物に対する安全・安心志向の高まりや生産者の販売の多様化の取組が進む中で，消費者と生産者を結び付

ける「地産地消」への期待が高まっている。 

 
５２ 次世代モビリティ産業 
人の移動性を高めるための技術を創造する航空宇宙産業，自動車産業，ロボット産業，情報通信関連産業

を指す，すそ野の広い産業。安全安心な社会の実現や少子高齢化，環境問題，エネルギー問題など多分野

への対応・発展の可能性など大きな効果が期待されている。 

 
５３ マルチペイメント【Multi Payment】 
金融機関が収納する公共料金，地方公金，国庫金等に関するデータを電子的に授受・処理するネットワー

ク。電子決済システム。 

 
５４ 電子調達 
インターネットを利用した部品や資材，事務用品等の調達法。発注や見積り，請求等をインターネットを

利用して行うことで，コストの削減や時間・場所に制約されない取引が可能となる。 

 
５５ 電子納品 
調査・設計・工事などの各業務段階の最終成果を電子データとして納品すること。 

 
５６ ワンストップ【One Stop】 
申請者が一度の手続で関連する作業をすべて完了することのできるサービス。 
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５７ コールセンター【call center】 
電話とコンピュータの機能を統合し，問合わせ対応等多様な電話関連サービスを行う設備や業務。オペレ

ータによる直接対応や，自動音声応答装置による業務もある。 

 
５８ ＧＩＳ【Geographical Information System】 
位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し，視覚的に表示し，高度な分析

や迅速な判断を可能にする技術。 

 
５９ Ｗｅｂサイト 
ＷＷＷ（World Wide Web）関連の技術を用いて，文章や画像，音声などのファイルをインターネット上

で公開されているページの集合体。（本来は誤用であるが）Ｗｅｂサイトを「ホームページ」と呼ぶことが

一般的になっている。 

 
６０ バックオフィス【back office】 
行政内部の管理業務（財務会計，人事給与，文書管理等）システムなど，行政サービスの提供を支える部

分。 

 
６１ フロントオフィス【front office】 
住民票，戸籍，保健，福祉等の住民が直接的に行政と接する業務。 

 
６２ ＷＡＮ【Wide Area Network】 
広域通信網電話回線や専用線を使って，広域に端末装置を設置したり，本庁－出先間など地理的に離れた

地点にあるLAN システムなどを接続し情報の共有化を図ること。 

 
６３ 汎用機 
現在のパソコンやワークステーションなどの安価・小型なコンピュータが登場する１９８０年代以前より，

地方公共団体や企業の基幹業務において用いられてきた大型コンピュータの名称。メインフレームとも呼

ばれている。 

 
６４ クライアントサーバ方式 
アプリケーションソフトウェアやデータベースなどの情報資源を集中管理する「サーバ」と呼ばれるコン

ピュータと，利用者の利用する「クライアント」と呼ばれるパソコンが接続されたコンピュータネットワ

ークシステムの方式。 

 
６５ Ｗｅｂ方式 
ＷＷＷ関連の技術を用いて「サーバ」と呼ばれるコンピュータ上のアプリケーションやソフトウェアの機

能をWebサイトからネットワーク経由で利用者が利用する「クライアント」と呼ばれるコンピュータで利

用するコンピュータネットワークシステムの方式。 

 
６６ ベンダー【vendor】 
システムを販売する事業者。機器メーカーや販売代理店のこと。 

 
６７ 基幹業務システム 
業務に直接に関わる中心的なシステム。市役所の場合は，住民記録や税などの業務に関わるシステムを指

す。 

 
６８ オープン化 
仕様が公開されたソフトウェアやハードウェアを組み合わせてコンピュータシステムを構築すること。価

格や性能を比べてもっとも良い製品を組み合わせることができるというメリットがある。 
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６９ ＩＰ電話【IP Phone】 
通信ネットワークの一部または全部においてインターネットのプロトコル（ＩＰ）技術を利用して提供す

る音声電話サービス。 
 
７０ グループウェア【Groupware】 
LANなどのネットワークを利用し，企業内での情報共有を行うことなどに利用されるソフトウェア。登録

されたメンバー間での電子メール機能やスケジュール共有機能，掲示板機能などの機能を持つものが多い。 

 
７１ ＣＭＳ【Contents Management System】 
Webサイト上に掲載される文章や画像，音声などの素材データと，デザインなどのレイアウト情報を管理

し編集するソフトウェアのこと。Webサイトを編集するための「HTML」とよばれる言語に対する知識を

持たない人でも，比較的簡単にWebサイトを作成することができる。 
 
７２ アクセシビリティ【accessibility】 
環境，設備，機器，ソフトウェア，サービス等について年齢や身体的な条件に関係なく使用できるように

すること。 

 
７３ 公衆無線ＬＡＮ 
ホテルやレストラン等の店舗や，空港・駅などの公共空間で，無線 LAN（無線通信でデータの送受信を行

う）の機器を利用してインターネット接続を行うサービスであり，様々な事業者によって提供されている。 

 
７４ ＰＤＡ【Personal Digital Assistants】 
手のひらに収まるくらいの大きさの電子機器で，液晶表示装置や外部との接続端子を搭載し，電池や専用

バッテリーで駆動するパソコンの持つ機能の一部を実装した個人用の携帯情報端末。 

  
７５ マナビス 
宇都宮生涯学習情報提供システムの通称。生涯学習講座の情報や公民館などの公共施設の情報を検索する

ことができる。 

 
７６ データ放送 
文字や写真情報などをデジタルデータで送信しテレビ画面に表示すること。地上波やBS（放送衛星）・CS

（通信衛星）を利用して配信することが可能。 

 
７７ ワンセグ放送 
地上デジタル放送サービスのひとつで，携帯電話などの移動体でも安定して受信ができるように設計され

たサービスで平成18年４月放送開始。家庭のテレビで視聴する地上デジタル放送と同じ番組であるが，

独自のデータ放送サービスを行うことも可能となる。 

 
７８ 霞ヶ関ＷＡＮ【Wide Area Network】 
各省庁のLANを結ぶ省庁間ネットワーク。平成９年１月に運用開始。 

 
７９ 電子公文書 
公的機関から電子的に発行された公文書のこと。 

 


